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第〇章 障がいのある人・難病患者の現状等 

1 障がいのある人・難病患者の状況 

（1）手帳所持者数など 

本市の令和７年度末における障害者手帳交付状況は、身体障害者手帳が 1,735 人で、総人口 61,920

人（住民基本台帳人口）に占める割合はおよそ 2.8％、療育手帳（知的障がい）は 518 人で総人口の

およそ 0.8％、精神障害者保健福祉手帳は 660 人で、総人口のおよそ 1％となっています。 

 （身体障害者手帳所持者数については、令和５年度に死亡等の職権一括削除による調整を行ってい

ます。） 

 

■障がい者（児）数の推移 ～障害者手帳所持者数～ 

（単位：人） 

年度 総人口 

（住民基

本台帳） 

身体障害者手帳所持者 療育手帳 

所持者 

精神障害者

保健福祉手

帳所持者 

総 数 視  覚 

障 が い 

聴 覚 等 

障 が い 

音 声 等 

障 が い 

肢  体 

不 自 由 

内  部 

障 が い 

R３ 62,745 1,706 92 141 24 810 639 414 499 

R４ 62,693 1,753 98 149 22 827 657 450 532 

R５ 62,364 1,686 98 141 18 779 650 473 563 

R６ 61,974 1,705 101 147 22 775 660 495 609 

R７ 61,920 1,735 108 159 27 779 662 518 660 

                                                         
資料：白井市障害福祉課（各年度末現在） 

 

 

■障がいのある人数 ～等級・程度別内訳～
 
 

●身体障害者手帳 （単位：人） 

級 別 人 数 

1 級 603 

2 級 254 

3 級 227 

4 級 454 

5 級 86 

6 級 111 

合 計 1,735 

 

 

 

 

●身体障害者手帳の年齢別所持者数 

（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 齢 別 人 数 

18 歳未満 45 

18 歳以上 65 歳未満 494 

65 歳以上 1,196 

合 計 1,735 



議題資料 計画案① 

10 
 

 

 

●療育手帳            （単位：

人） 

級 別 人 数 

Ａ・○Ａ （重度） 173 

Ｂの 1（中度） 130 

Ｂの 2（軽度） 215 

合 計 518 
 
 

●療育手帳の年齢別所持者数（単位：人） 

 

 

 

 

●精神障害者保健福祉手帳（単位：人） 

級 別 人 数 

１級 66 

２級 386 

３級 208 

合 計 660 

 

 

●精神障害者保健福祉手帳の年齢別 

所持者数（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

資料：

白井市障害福祉課（令和 7 年度末現在） 

 

（2）近年の障がいのある人数の傾向 

① 身体障がい 

令和７年度末における身体障害者手帳の等級を見ると、1級が 603 人で最も多く、1・2 級を合わせ

た重度者では 857 人となり、全体のほぼ半数を占めています。令和３年度末と比べると全体で 29 人

増加しています。年齢別では、65歳以上の方が 7割近くを占めています。 

 

② 知的障がい 

令和７年度末における療育手帳所持者の合計 518 人中、18 歳未満が 171 人（約 33％）で、18歳以

上が 347 人（約 67％）となっています。令和 3年度末と比べると全体で 104 人、約 1.25 倍増加して

おり、増加人数の内訳は、軽度 56人、中度 26 人、重度 22人です。手帳の程度では、軽度が 215 人

（約 41％）で最も多くなっています。 

 

③ 精神障がい 

令和７年度末における精神障害者保健福祉手帳所持者の総数は 660 人で、等級別の内訳では、2 級

が 386 人（約 58％）を占めています。令和 3 年度末と比べると全体で 161 人、約 1.3 倍増加してお

り、増加人数の内訳は、3 級 70 人、2 級 83 人、1 級 8 人です。年代としては 20 歳以上 65 歳未

年 齢 別 人 数 

18歳未満 171 

18歳以上 347 

合 計 518 

年 齢 別 人 

数 

20 歳未満 24 

20 歳以上 65 歳未満 558 

65 歳以上 78 

合 計 660 
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満が多く、約 84％を占めています。 

（3）「難病等受給者証」所持者数の状況 

本市が把握している、令和７年度末における難病等疾患者数は、特定医療費（指定難病）の受給者

証所持者が人で、総人口の約〇％、また、小児慢性特定疾病医療費の受給者証所持者が人で、総人口

の約％となっています。 

特定医療費（指定難病）の受給者数は、少しずつ増加していますが、小児慢性特定疾病医療費の受

給者数はほぼ横ばいとなっています。 

 

■「難病等受給者証」所持者数 

年度 総人口（人） 
特定医療費（指定難病）

（人） 
小児慢性特定疾病医療費

（人） 

令和３年度 62,745 377 51 

令和４年度 62,693 410 51 

令和５年度 62,364 437 49 

令和６年度 61,974 448 42 

令和７年度 61,920   

資料：印旛保健所（印旛健康福祉センター）事業年報（各年度末現在） 

 

（4）「障害支援区分☆」認定の状況 

  

 

 

■障害支援区分別支給決定者数の推移 

                                            

                          （単位：人）  

年度 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 合計 

令和５年度 2 42 38 38 27 58 205 

令和６年度 2 55 38 34 27 62 218 

令和７年度        

資料：白井市障害福祉課（各年度末現在） 

☆障害支援区分：障がいの多様な特性その他の心身の状態に応じて必要とされる標

準的な支援の度合を総合的に示すもので、数字が大きくなるほど必要とされる支援

の度合いが大きくなります。移動や動作、身の回りの世話や日常生活、意思疎通及

び行動障害等に関連する項目からなる認定調査の結果及び医師の意見書等に基づ

き、一次判定（コンピュータ判定）、二次判定（市町村審査会）を通して決定されま

す。 
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2 「第７期障害福祉計画」・「第３期障害児福祉計画」の達成状況 

 国の指針に基づき白井市が設定した目標の達成状況は以下のとおりです 

（1）成果目標の達成状況 

① 福祉施設の入所者の地域生活への移行 
 

地域生活移行者数 数値等 

【目標値】令和 4 年度末の施設入所者数 24 人

の 6%以上増加 
2 人 

【令和８年度末実績見込み】 1 人 

達成率（％） ％ 

 

入所者数減少見込み 数値等 

【目標値】令和４年度末の施設入所者数 24 人

の 1.6%以上削減 
２人 

【令和８年度末実績見込み】 1 人 

達成率（％） 50％ 

 

達成状況 

・「地域生活移行者数」については、令和４年度末時点の施設入所者数から、2 人の地域生活移行を目

標値としました。令和８年度末の実績見込みは１人であり、目標値を未達成の見込みです。 

・「入所者数減少見込数」については、令和４年度末時点の施設入所者数から、２人の減少を目標値と

しました。令和６年度で既に目標値を達成している状況です。 
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② 精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 
 

項 目 
令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

指標 実績 指標 実績 指標 実績見込 

保健・医療・福祉関係者による協

議の場の開催回数 
2 回 2 回 2 回 2 回 2 回 ３回 

保健・医療・福祉関係者による協

議の場の参加者数 
16 人 21 人 17 人 22 人 18 人 26 人 

参加者の

内訳 

保健 2 人 1 人 2 人 1 人 2 人 ３人 

医療（精神科） 6 人 7 人 6 人 6 人 6 人 ８人 

医療（精神科以外） 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 0 人 

福祉 7 人 6 人 7 人 9 人 7 人 ９人 

介護 1 人 3 人 1 人 3 人 1 人 ３人 

当事者 0 人 0 人 1 人 1 人 1 人 １人 

家族等 2 人 2 人 2 人 2 人 2 人 ２人 

☆参加者は重複する場合があるため参加者数とは一致しない。 

項 目 
令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

指標 実績 指標 実績 指標 実績見込 

保健・医療・福祉関係者による協議の

場における目標設定及び評価の実施

回数 

1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 １回 

精神障がい者の地域移行支援の利用

者(人/月) 
1 人 0.33 人 1 人 0.5 人 1 人 0.6 人 

精神障がい者の地域定着支援の利用

者（人/月） 
0 人 0 人 1 人 0 人 1 人 0.45 人 

精神障がい者の共同生活援助の利用

者(人/月)  
34 人 25.9 人 38 人 30.3 人 43 人 30 人 

精神障がい者の自立生活援助の利用

者(人/月)  
2 人 0.33 人 2 人 0.92 人 2 人 0.8 人 

精神障がい者の自立訓練（生活訓練）

の利用者(人/月)  
２人 1.5 人 ２人 6 人 ２人 6.5 人 

 

達成状況 

精神障がい者のサービス利用については指標を超えない見込となっています。必要な方がサービスを

選択できるよう、周知について強化していく必要があります。 
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③ 地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

 

 項目 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

目標 実績 目標 実績 目標 
実績見

込み 

地域生活支援拠点運用状況の検証及び検討 1 回 1 回 1 回 1 回 １回 １回 

強度行動障がい者への支援体制の充実（新

規） 
1 回 1 回 1 回 1 回 １回 1 回 

 

項 目 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

指標 実績 指標 実績 指標 
実績見込

み 

地域生活支援拠点等の設置箇所

数 
1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 １か所 

コーディネーターの配置人数 0 人 0 人 1 人 1 人 1 人 １人 

地域生活支援拠点運用状況の検

証及び検討の実施回数 
1 回 1 回 1 回 1 回 1 回 １回 

 

達成状況 

地域生活支援拠点は、障がいのある人が住み慣れた地域で暮らし続けるために必要とされる相談支

援、体験の機会・場の提供、緊急時の受入・対応、人材確保・養成等の機能を持つものとされる。「運

用状況の検証及び検討」は地域自立支援協議会で年 1 回行っており、今後も、地域生活支援拠点の機

能強化について、事業所の参画を働きかける必要があります。 

強度行動障がい者への支援体制については、施設待機者状況調査や相談支援事業所の支援を通し

て、ニーズの把握を行い、必要に応じて千葉県と連携し支援を実施しています。 
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 ④福祉施設から一般就労への移行等 

 

項 目 目標 
令和 6年

度実績 

令和 7年

度実績 

令和 8年

度見込み 
備考 

令和 8年度の一般就労への移行者

数 
13 人 14 人 17 人 19 人 

令和 8 年度にお

いて、福祉施設

を退所し、一般

就労に移行する

人数 

 

就労移行支援事業からの移行

者数 
12 人 9 人 9 人 11 人 

就労継続支援Ａ型事業からの

移行者数 
1 人 1 人 4 人 4 人 

就労継続支援Ｂ型事業からの

移行者数 
2 人 3 人 4 人 4 人 

就労定着支援事業の利用者数 6 人 13 人 10 人 10 人  

就労移行支援事業利用終了者に占

める一般就労への移行者の割合が

5 割以上の事業所（新規） 

50% 100.0％ 0％ 0％ 
就労移行支援事

業所の 5 割以上 

就労定着率 7 割以上の就労定着支

援事業所の割合 
25% 100.0％ 100.0％ 0％ 

就労定着支援事

業所数の２割 5

分以上 

 

達成状況 

一般就労への移行者数については成果目標である 13 人を超える見込みです。 

ただし、就労移行支援からの移行者目標である 12人は超えず、就労継続支援 A 型・B 型からの移行

は目標値を超える見込みです。 

就労定着支援事業の利用者数は成果目標を超える見込みです。 

就労移行支援・定着支援事業所が撤退したため、事業所に係る目標は達成できない見込であり、市

内に事業所が開所されるよう検討が必要です。 
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⑤障がい児支援の提供体制の整備等 

項 目 目標 
令和 6 年度

実績 

令和７年度 

実績 

令和８年度

実績見込み 

児童発達支援センター設置数 1 か所 1 か所 1 か所 1 か所 

障がい児の地域社会への参加・包

容(インクルージョン)を推進する

体制の構築 

実施 実施    実施    実施 

主に重症心身障害児を支援する児

童発達支援事業所の確保 

圏域※内 1

か所 
０か所 ０か所 

圏域※内 1 か

所 

主に重症心身障害児を支援する放

課後等デイサービス事業所の確保 

圏域※内 1

か所 
０か所 ０か所 

圏域※内 1 か

所 

医療的ケア児支援のための関係機

関による協議の場 

設置 

（継続） 
設置 設置 設置（継続） 

医療的ケア児等に関するコーディ

ネーター 

配置 

（継続） 
  配置 配置 

配値 

（継続） 

 ※圏域：印旛圏域（印西市、栄町、佐倉市、酒々井町、白井市、富里市、成田市、八街市、四街道

市） 

項 目 

令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

指標 実績 指標 実績 指標 
実績見

込み 

医療的ケア児等に対する関連

分野の支援を調整するコーデ

ィネーターの配置人数 

1 人 1 人 1 人 3 人 1 人 3 人 

ペアレントトレーニングやペ

アレントプログラム等の支援

プログラム等の受講者数 

6 人 4 人 6 人 3 人 ８人 8 人 

ペアレントメンター人数 1 人 0 人 1 人 0 人 1 人 １人 

ピアサポートの活動への参加

人数 
1 人 0 人 1 人 ２人 ２人 ２人 

  

達成状況 

令和６年度から白井市こども発達センターでは、地域の障害児通所支援事業所等との意見交換

会等を実施しており、障がい児の地域社会への参加を推進する体制の構築を図っています。ピア

サポートの活動については、障がい当事者や家族の集まりを主催している人の数としています。

令和７年度には２人の活動実績がありました。 
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⑥相談支援体制の充実・強化等 

項 目 目標 
令和６年度実

績 

令和 7年度実

績 

令和 8年度実

績見込み 

令和 8 年度末までに基幹相談支援

センターの設置 
設置 未設置 設置 設置 

令和 8 年度末までに、個別事例の

検討を通じた地域サービス基盤の

開発・改善等を行うとともに、これ

らの取組を行うために必要な協議

会の体制確保（新規） 

確保 確保 確保 確保 

 

項 目 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

指標 実績 指標 実績 指標 
実績見込

み 

地域の相談支援事業者に対する

訪問等による専門的な指導・助言

件数 

30 件 46 件 75 件 100 件 75 件 80 件 

地域の相談支援事業者の人材育

成の支援件数 
1 回 1 回 2 回 8 回 2 回 １０回 

地域の相談機関との連携強化の

取組の実施回数 
2 回 2 回 5 回 7 回 5 回 5 回 

主任相談支援専門員の配置人数

（新規） 
0 人 0 人 1 人 1 人 1 人 1 人 

  

達成状況 

基幹相談支援センターは、地域の相談支援の拠点として総合的・専門的な相談業務や、地域の相談

支援体制の強化の取組を行う施設で、障害者総合支援法に位置付けられています。 

白井市では第７期障害福祉計画に基づき、令和７年度に基幹相談支援センターを開設しました。 

開設前は障害福祉課を中心に実施していた相談支援および各活動指標について、開設後は、基幹

相談支援センターが中心となり、障がいのある人やその家族および関係機関からのさまざまな相談

に対応するほか、地域の相談支援事業者に対する実務者会議や事例検討・訪問等による指導や助

言、人材育成研修、地域自立支援協議会の運営への関与を通じた地域づくり等の取組を実施し、目

標を大幅に上回る達成状況となっています。 

この結果は、基幹相談支援センターによる積極的な周知、企画立案の効果、および、地域の相談支

援事業所に対する支援が求められていた状況があったことによるものと推測されます。 



議題資料 計画案① 

18 
 

 

⑦障害福祉サービス等の質を向上させるための取組に係る体制の構築 

  

 

項 目 目標 備考 

令和 8 年度末までに障害福祉サービス等

の質を向上させるための取組を実施する

体制を構築 

体制構築  

項 目 

令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

指標 実績 指標 実績 指標 
実績見

込み 

都道府県が実施する障害福祉サービス等に

係る研修の参加や都道府県が市町村職員に

対して実施する研修の参加人数 

2 人 ３人 2 人 ３人 ２人 ２人 

障害者自立支援審査支払等システム等での

審査結果を分析してその結果を活用し、事業

所や関係自治体等と共有する体制の有無及

びそれに基づく実施回数 

1 回 1 回 1 回 1 回 １回 １回 
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（２）指定障害福祉サービス・相談支援 前期計画の実績 

①訪問系サービス 

サービスの種類 区 分 
令和６年度 令和７年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

居宅介護 

時間数 594 655.9 110.4％ 666 725 108.9％ 

人数 52 61.1 117.5％ ５８ 68 117.2％ 

重度訪問介護 

時間数 1772 1746.3 98.5％ 1,808 1815.2 100.4％ 

人数 3 3.1 103.3％ 3 5 166.7％ 

同行援護 

時間数 81 78.3 96.7％ 81 101.8 125.7％ 

人数 7 5.3 75.7％ 7 12 171.4％ 

行動援護 

時間数 571 574.9 100.7％ 571 522.8 91.6％ 

人数 22 23.8 108.2％ 22 26 118.2％ 

重度障害者等包

括支援 

時間数 90 0 0.0％ 90 0 ― 

人数 3 0 0.0％ 3 0 ― 

＊人日/月…日利用人員×月当たりの平均利用日数＝月間の延べ利用日数 
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②日中活動系サービス 

  

サービスの種類 区 分 
令和６年度 令和７年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

生活介護 
日数 1812 1760.7 97.2％ 1885 1728 93.4％ 

人数 92 98 106.5％ 95 91.8 103.2％ 

自立訓練 

（機能訓練） 

日数 6 0 0％ 6 0 ― 

人数 1 0 0％ 1 0 ― 

自立訓練 

（生活訓練） 

日数 67 165 246.3％ 67 113.6 246.3％ 

人数 6 17 283.3％ 6 7.6 283.3％ 

 
うち精神障が

い者 

日数 30 81.6 272％ 30 65.9 272％ 

人数 2 6 300％ 2 1.5 300％ 

就労選択支援 
日数 - 2.8 － 84 - 3.3％ 

人数 - 3 － 6 - 50％ 

就労移行支援 
日数 616 394.5 64％ 684 433.8 57.7％ 

人数 40 52 130％ 44 29.3 118.1 

就労継続支援 

（Ａ型） 

日数 749 641.3 85.6％ 521.3 521.3 72.5 

人数 39 52 133.3％ 28.5 28.5 113％ 

就労継続支援 

（Ｂ型） 

日数 1595 1890.6 118.5％ 1687.8 1687.8 106.8％ 

人数 103 139 135％ 108 108 120.9％ 

就労定着支援 人数 22 35 159.1％ 26.8 26.8 116.7％ 

療養介護 人数 2 1 50％ 1.3 1.3 100％ 

短期入所 

（福祉型） 

日数 184 125.8 68.4％ 106.8 106.8 57.4％ 

人数 19 36 189.5％ 15.5 15.5 156.5％ 

短期入所 

（医療型） 

日数 4 0 0％ 0 0 ― 

人数 1 0 0％ 0 0 ― 
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③居住系サービス 

  

サービスの種類 区 分 
令和６年度 令和７年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

自立生活援助 人数 2 0.5 25.0％ 2 2 100％ 

 
うち 

精神障がい者 
人数 2 0.33 16.5％ 2 1 50％ 

共同生活援助 人数 75 69.9 93.2％ 84 75 89.3％ 

 

うち 

精神障がい者 
人数 34 25.9 76.2％ 38 34 89.5％ 

うち 

重度障がい者 
人数 17 14 82.4％ 18 17 94.4％ 

施設入所支援 人数 23 23 100％ 23 24 104.3％ 

 

④相談支援 

 

サービスの種類 区 分 
令和６年度 令和７年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

計画相談支援 人数 96 104.3 108.6％ 112 108 96.4％ 

地域相談支援（地域移

行支援） 
人数 1 0.67 67.0％ 1 0.83 83％ 

 うち精神障がい者 人数 1 0.67 67.0％ 1 0.5 50％ 

地域相談支援（地域定

着支援） 
人数 0 0.83 - 1 1 100％ 

 
うち精神障がい

者 
人数 0 0 - 1 0 0％ 

【人数=延べ利用人数の月平均（人/月）】 
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(3)障害児通所支援等 前期計画の実績 

①障害児通所支援・障害児相談支援 

 区 分 
令和６年度 令和７年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

児童発達支援 
日数 826 853.5 103.3％ 917 1015.4 110.7％ 

人数 116 111.4 96.0％ 129 133.1 103.2％ 

放課後等デイサ

ービス 

日数 2,090 2144.5 102.6％ 2,299 2168.9 94.3％ 

人数 208 226.6 108.9％ 229 236.3 103.2％ 

居宅訪問型児童

発達支援 

日数 4 0 0.0％ 4 0 - 

人数 1 0 0.0％ 1 0 - 

保育所等訪問支

援 

日数 8 14 175.0％ 8 17.2 215％ 

人数 8 8.7 108.8％ 8 10.9 136.3％ 

   【日数=延べ利用日数の月平均（人日/月）  人数=延べ利用人数の月平均（人/月）】 

 

②障害児相談支援 

 
令和６年度 令和７年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

障害児相談支援 人数 86 103.9 120.8％ 90 111 123.3％ 
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③子ども・子育て支援等における障がい児受け入れ 

 

【人数=職員加配対象児童又は職員加配対象外であるが障害者手帳を所持している児童若しくは医師の

診断書、児童発達支援サービスの利用の事実等によって療育の必要性が認められる児童（いずれも運

営者が把握している範囲）の年度末時点における在籍数（人）】 

  

 
令和６年度 令和７年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

保育所 人数 53 54 101.9％ 54 78 144.4％ 

認定こども園 人数 11 15 136.4％ 11 30 272.7％ 

幼稚園 人数 66 44 66.7％ 67 62 92.5％ 

放課後健全育成事業（学童

保育） 
人数 37 54 145.9％ 39 54 138.5％ 

事業所内保育 人数 0 0 0％ 0 0 - 

その他（小規模保育所等） 人数 1 8 800％ 1 18 1800％ 

合計 人数 168 175 104.2％ 172 242 140.7％ 
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（４）地域生活支援事業 前期計画の実績 

①必須事業分 

 
令和 6年度 令和 7年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

理解促進研修・啓発事業 
実施の有

無 
有 有 － 有 有 - 

自発的活動支援事業 
実施の有

無 
有 有 － 有 有 - 

相 談

支 援

事業 

障害者相談支援事

業所 
事業所数 2 箇所 2 箇所 100％ ３箇所 3 箇所 100％ 

 
基幹相談支

援センター 

事業所の

有無 
無 無 － 有 有 - 

基幹相談支援セン

ター等 

機能強化事業 

実施の有

無 
有 有 － 有 有 - 

住宅入居等 

支援事業 

実施の有

無 
無 無 － 無 無 - 

成年後見制度利用 

 支援事業 

利用 

実人数 
５人 6 人  ５人 ６人 120％ 

成年後見制度法人後見支援

事業 

実施の 

有無 
無 無 － 無 無 - 

意 思

疎 通

支 援

事業 

手話通訳者 

設置事業 

設置 

実人数 
0 人 0 人 － 0 人 0 人 - 

手話通訳者 

派遣事業 利用実人

（団体）数 
9 人 9 人 100％ 9 人 7 人 77.8％ 

要約筆記者 

派遣事業 
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（（４）-①必須事業 つづき） 

 
令和６年度 令和 7年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

日常生

活用具

給付等

事業 

介護・訓練支援

用具 
件数 2 5 250％ 2 6 300％ 

自立生活支援用

具 
件数 6 8 133.3％ ６ 5 83.3％ 

在宅療養等 

支援用具 
件数 6 7 116.7％ ６ 9 150％ 

情報・意思疎通 

支援用具 
件数 6 3 50％ 6 5 83.3％ 

排せつ管理 

支援用具 
件数 1231 1223 99.3％ 1,280 1,154 90.2％ 

居住生活動作補

助用具（住宅改

修費） 

件数 2 1 50％ 2 2 100％ 

合計 件数 1253 1247 99.5％ 1,302 1181 90.7％ 

手話奉仕員養成 

研修事業 

修了者 

実人数 
5 3 60％ 5 14 280％ 

移動支援事業 

利用実

人数 
55 55 100％ 56 57 101.8％ 

年間延

べ利用

時間数 

5346 4749 88.8％ 5400 4177 77.4％ 

地域活動

支援セン

ター 

白井市内分 

箇所数 1 1 100％ 1  1 100％ 

利用実

人数 
55 43 78.2％ 55 55 100％ 

他市町村分 

箇所数 2 ２ 100％ 2  1 50％ 

利用実

人数 
14 15 107.1％ 15 14 93.3％ 
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②任意事業分 

 
令和６年度 令和 7年度 

見込 実績 見込比 見込 実績 見込比 

日中一時支援事業 
月平均利用人

数(人/月） 
86 61 70.9％ 97 87 89.7％ 

訪問入浴サービス事業 利用実人数 4 4 100％ 4 6 150％ 

自動車運転免許取得費補

助事業 
利用実人数 1 0 0％ 1 2 200％ 

自動車改造費補助事業 利用実人数 1 0 0％ 1 1 100％ 

【特記がない数値は年度通算】以上 
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３ 白井市障害者計画基礎調査の概要 

 白井市障害者計画及び障害福祉計画・障害児福祉計画の策定に向けたアンケート調査を下表のとおり

実施しました。 

 

（１）調査結果概要 

 

区分 
①身体 

障がい 

②知的 

障がい 

③精神 

障がい 

④ 

障がい児 

⑤ 

一般 

市民 

⑥ 

中学生 

サンプル数

（票） 
1,097 223 402 278 500 654 

有効回収数

（票） 

568 

紙 503 

Web 65 

102 

紙 76 

Web 26 

176 

紙 125 

Web 51 

140 

紙 78 

Web 62 

208 

紙 143 

Web 65 

538 

有効回収率

（％） 
51.8％ 45.7％ 43.8％ 50.4％ 41.6％ 82.3％ 

調査方法 郵送配布・回収（回収は web 回収を併用） 

学校配

布 

Web 回収 

アンケート回

収期間 
令和６年 12 月 23 日(月)～令和 7 年１月 17日（金) 

令和 7年 

2 月 

 

（２）アンケート結果の見方 

 ①調査結果の比率は、その設問の回答者を基数として、小数点以下第２位を四捨五入して算出してい

ます。そのため、四捨五入の関係で合計が 100％にならない場合があります。 

②複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常 100％を超えます。 

③図表中の「ｎ」とは、回答者数を表します。 

④選択肢の語句が長い場合、本文中や表・グラフでは省略した表現を用いることがあります。 

 

  

以降 レイアウト等調整中 
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【問】現在、どなたと一緒に暮らしていますか。（複数回答） 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

身体障がい：一緒に住んでいる人は、「配偶者（妻・夫）」が 61.3%と最も高く、次いで「子ども」が 28.5%

となっています。また、ひとり暮らしも 13.7％となっており、前回調査（以下、「前回」と

表記）の 10.9％と比較すると、2.8 ポイント増加しています。 

 

知的障がい：一緒に住んでいる人は、「母」が 71.6%(前回 83.0％)と最も高く、次いで「父」が 63.7%（前

回 76.1％）となっており、前回と比較して割合が低下しています。 

 

精神障がい：一緒に住んでいる人は、「母」が 47.7%(前回 47.4％)と最も高くなっています。「ひとり暮

らし」は 14.2％（前回 9.7％）とやや増加しています。 

  

61.3%

28.5%

13.7%

6.9%

5.3%

5.3%

4.8%

4.2%

2.6%

0.4%

0.4%

0.4%

0.2%

2.1%

1.0%

0.0%

2.0%

71.6%

0.0%

0.0%

63.7%

27.5%

19.6%

0.0%

1.0%

0.0%

2.9%

7.8%

23.9%

15.3%

14.2%

47.7%

0.6%

0.0%

30.7%

17.6%

1.1%

0.0%

1.7%

1.7%

4.0%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

配偶者（妻・夫）

子ども

ひとり暮らし

母

子どもの配偶者

孫

父

兄弟・姉妹

寮や施設の職員・仲間

おい・めい

その他の親族

友人など家族以外の人

祖父母

その他

一緒に暮らしている人

精神障がい 知的障がい 身体障がい



議題資料 計画案① 

29 
 

【問】あなたは将来、どのように生活したいと思いますか。（複数回答） 

 

【回答結果】 

 

 

【障がい種別ごとの結果】 

身体障がい：「今のままで良い」が 51.9%と最も高く、次いで「親族の介助や、在宅福祉サービスを利用

して、家庭で生活したい」が 20.6%となっています。 

 

知的障がい：「今のままで良い」が 44.1%と最も高く、次いで「同じ障がいのある人と、グループホーム

などで暮らしたい」が 36.3%となっています。 

 

精神障がい：「今のままで良い」が 44.3%と最も高く、次いで「在宅福祉サービスを利用してひとりで暮

らしたい」が 19.3%となっています。 

  

51.9%

20.6%

12.0%

8.1%

7.6%

2.8%

2.1%

11.8%

5.1%

44.1%

14.7%

12.7%

5.9%

4.9%

36.3%

4.9%

11.8%

1.0%

44.3%

13.1%

4.5%

8.0%

19.3%

8.0%

12.5%

10.8%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

今のままで良い

親族の介助や、在宅福祉サービスを利用して、家庭で

生活したい

常時介護をしてくれる人がいる入所施設で暮らしたい

親族だけに世話をしてもらって、家庭で生活したい

在宅福祉サービスを利用してひとりで暮らしたい

同じ障がいのある人と、グループホームなどで暮らし

たい

その他

わからない

無回答

将来の生活

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】あなたは、地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。（複数回答） 

【回答結果】 

 

 

【障がい種別ごとの結果】 

身体障がい：「経済的な負担の軽減」が 36.4%と最も高く、次いで「必要な在宅サービスが適切に利用で

きること」が 28.9%となっています。 

 

知的障がい：「経済的な負担の軽減」が 39.2%と最も高く、次いで「障がい者に適した住居の確保」が

38.2%となっています。 

 

精神障がい：「経済的な負担の軽減」が 67.0%と最も高く、次いで「相談対応等の充実」が 42.6%となっ

ています。 

 

  

36.4%

28.9%

26.6%

17.1%

13.6%

10.4%

8.3%

6.9%

2.6%

25.0%

11.3%

39.2%

26.5%

9.8%

33.3%

38.2%

8.8%

13.7%

26.5%

4.9%

14.7%

11.8%

67.0%

27.3%

25.0%

42.6%

28.4%

16.5%

29.0%

31.3%

3.4%

10.8%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

経済的な負担の軽減

必要な在宅サービスが適切に利用できること

在宅で医療ケアなどが適切に得られること

相談対応等の充実

障がい者に適した住居の確保

生活訓練等の充実

家族の理解

地域住民等の理解

その他

特に問題はない

無回答

地域で生活するために必要な支援

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】主に身の回りの介助をどなたにしてもらっていますか。（単一回答） 

 

【回答結果】 

 

 

【障害種別ごとの結果】 

身体障がい：「介助は必要ない」が 34.7%と最も高く、次いで「配偶者（妻・夫）」が 33.1%となっていま 

す。 

 

知的障がい：「母」が 40.2%と最も高く、次いで「介助は必要ない」が 22.5%となっています。 

 

精神障がい：「介助は必要ない」が 42.0%と最も高く、次いで「母」が 18.2%となっています。 

 

  

33.1%

10.0%

3.3%

2.6%

2.5%

2.1%

0.9%

0.7%

0.7%

0.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.9%

1.4%

34.7%

1.0%

0.0%

16.7%

40.2%

2.0%

2.0%

0.0%

9.8%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

22.5%

14.2%

3.4%

1.7%

18.2%

1.1%

2.8%

0.0%

5.7%

0.6%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

1.1%

3.4%

42.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

配偶者（妻・夫）

子ども

施設・寮などの職員

母

ホームヘルパー

兄弟・姉妹

子どもの配偶者

父

その他の家族・親族

友人・知人・仲間

祖父母

ボランティア

近所の人

その他

介助は必要だが、してもらっていない

介助は必要ない

介助者

精神障がい 知的障がい 身体障がい



議題資料 計画案① 

32 
 

 

【問】介助を受ける上で問題となっていること 

【回答結果】 

 

 

【障がい種別ごとの結果】 

身体障がい：「特にない」が36.5%と最も高く、次いで「介助してもらうことに気を遣う」が11.9%

となっています。 

 

知的障がい：「家族の精神的、身体的負担が大きい」が 40.0%と最も高く、次いで「特にない」が 38.2%

となっています。 

 

精神障がい：「特にない」が 25.3%と最も高く、次いで「介助してもらうことに気を遣う」が 17.7%とな

っています。 

  

11.9%

11.6%

6.7%

4.6%

2.5%

0.4%

0.4%

0.4%

0.0%

0.0%

2.5%

36.5%

3.6%

40.0%

5.5%

1.8%

1.8%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

0.0%

1.8%

38.2%

17.7%

15.2%

10.1%

8.9%

8.9%

1.3%

0.0%

1.3%

0.0%

2.5%

1.3%

25.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

介助してもらうことに気を遣う

家族の精神的、身体的負担が大きい

介助者の代わりになる人がいない

必要なときに介助者がいない

経済的な負担が大きい

同性の介助がなかなか受けられない

介助技術が良くない

介助のことで相談できる人がいない

介助者が替わる

プライバシーが守られない

その他

特にない

介助を受ける上での問題

精神障がい 知的障がい 身体障がい



議題資料 計画案① 

33 
 

【問】現在の仕事について、悩みや不安、不満などはありますか。（複数回答） 

 

【回答結果】 

 

 

【障がい種別ごとの結果】 

身体障がい：「特に悩みや不満はない」が 42.0%と最も高く、次いで「通勤が大変である」が 18.5%とな

っています。 

 

知的障がい：「特に悩みや不満はない」が 42.6%と最も高く、次いで「職場の人間関係がうまくいかない」

「通勤が大変である」が各々13.0%となっています。 

 

精神障がい：「特に悩みや不満はない」が 27.4%と最も高く、次いで「賃金や待遇面で不満がある」が

19.0%となっています 

  

18.5%

12.6%

10.1%

5.9%

5.0%

4.2%

3.4%

0.8%

4.2%

42.0%

16.0%

13.0%

5.6%

5.6%

3.7%

7.4%

11.1%

0.0%

1.9%

5.6%

42.6%

22.2%

14.3%

19.0%

11.9%

17.9%

15.5%

13.1%

1.2%

3.6%

4.8%

27.4%

21.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

通勤が大変である

賃金や待遇面で不満がある

職場の障がいに対する理解が不足している

仕事内容や労働条件が良くない

相談できる人がいない

自分の考えや思ったことが伝えられない

トイレなどの職場の設備が不十分

周囲の人の手助けが得られない

その他

特に悩みや不満はない

無回答

現在の仕事の悩み

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】あなたは、障がいのある人への就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか。（複数回

答） 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

身体障がい：「職場の上司や同僚に障がいの理解があること」が 28.9%と最も高く、次いで「通勤手段の

確保」が 23.1%となっています。 

 

知的障がい：「職場の上司や同僚に障がいの理解があること」が 47.1%と最も高く、次いで「通勤手段の

確保」が 35.3%となっています 

 

精神障がい：「職場の上司や同僚に障がいの理解があること」が 57.4%と最も高く、次いで「短時間勤務

や勤務日数などの配慮」が 54.5%となっています。 

  

28.9%

23.1%

22.7%

15.8%

15.8%

15.5%

14.6%

14.4%

10.6%

9.7%

7.7%

6.5%

1.4%

21.0%

47.1%

35.3%

30.4%

14.7%

3.9%

26.5%

26.5%

21.6%

29.4%

30.4%

23.5%

10.8%

2.0%

21.6%

57.4%

39.2%

54.5%

13.1%

27.3%

31.8%

33.0%

43.2%

33.5%

21.0%

33.5%

21.0%

4.0%

9.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

職場の上司や同僚に障がいの理解があること

通勤手段の確保

短時間勤務や勤務日数などの配慮

勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

在宅勤務の拡充

就労の場の確保、開拓など

就労のための相談、支援体制の充実

自立に見合った給与の保証

就職後のフォローなど職場と支援機関の連携

職場で介助や援助などがうけられること

仕事についての職場外での相談対応、支援

就職に向けたスキルアップ教育の提供

その他

特にない

就労支援として必要なこと

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】あなたが外出する時の交通手段は何ですか。（複数回答） 

【回答結果】 

 

 

【障がい種別ごとの結果】 

身体障がい：「自家用車（自分で運転）・オートバイ」が41.1%と最も高く、次いで「徒歩」が37.2%

となっています。 

 

知的障がい：「徒歩」が 70.7%と最も高く、次いで「自家用車（乗せてもらう）・オートバイ」が 64.3%と

なっています。 

 

精神障がい：「徒歩」が 53.6%と最も高く、次いで「電車」が 48.8%となっています。 

 

 

  

41.1%

31.6%

37.2%

24.0%

13.6%

11.7%

10.9%

9.0%

7.8%

3.7%

2.9%

2.1%

5.1%

49.5%

41.4%

33.3%

19.2%

27.3%

8.1%

1.0%

7.1%

3.0%

0.0%

5.1%

28.6%

26.8%

53.6%

48.8%

27.4%

4.8%

14.3%

6.0%

9.5%

0.6%

0.0%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

自家用車（自分で運転）・オートバイ

自家用車（乗せてもらう）・オートバイ

徒歩

電車

自転車

送迎バス

路線バス

タクシー

循環バス

車いす・電動車いす

福祉タクシー（車いすタクシー）

その他

外出時の交通手段

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】車で移動する理由。（複数回答） 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「時間や行き先で柔軟な行動が可能なため」が 46.0%と最も高く、次いで「車での移動に

慣れ ているため」が 41.6%となっています。 

  

知的障がい：「時間や行き先で柔軟な行動が可能なため」が 37.0%が最も高く、困るこ とは、「特にな

い」の次に「ガソリン等の燃料費が高騰していること」38.9%となっています。 

 

 精神障がい：「時間や行き先で柔軟な行動が可能なため」「他の人に気を遣わず移動で きるため」が

各々42.9%、困ることは、「ガソリン等の燃料費が高騰していること」が 49.5%と最 も高

くなっています。 

  

46.0%

41.6%

26.2%

25.6%

21.2%

1.4%

5.8%

8.8%

37.0%

33.3%

27.8%

25.9%

31.5%

1.9%

14.8%

13.0%

42.9%

41.8%

42.9%

30.8%

14.3%

15.4%

12.1%

4.4%

0.0% 5.0% 10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%45.0%50.0%

時間や行き先で柔軟な行動が可能なため

車での移動に慣れているため

他の人に気を遣わずに移動できるため

自宅が鉄道やバス等の公共交通が使いづらいため

障がいにより、公共交通での利用が困難なため

他の人に見られたくないため

その他

特に理由はない

車で移動する理由

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】今後やりたいこと 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「旅行」が 43.8%と最も高く、次いで「買物」が 30.3%となっています。 

 知的障がい：「旅行」が 53.9%と最も高く、次いで「買物」が 41.2%となっています。 

 精神障がい：「旅行」が 54.0%と最も高く、次いで「買物」が 43.8%となっています。 

  

43.8%

30.3%

22.7%

17.1%

9.3%

7.7%

6.3%

4.9%

2.5%

4.8%

24.3%

8.6%

53.9%

41.2%

18.6%

34.3%

20.6%

2.9%

2.9%

6.9%

9.8%

4.9%

16.7%

6.9%

54.0%

43.8%

27.3%

27.8%

9.7%

9.1%

9.7%

21.0%

4.0%

5.1%

16.5%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

旅行

買物

趣味などのサークル活動

スポーツやレクリエーション活動

地域の行事や祭りへの参加

講座や講演会への参加

ボランティア活動

就労につながる技術の取得

障がい者団体の活動

その他

特にしたいことはない

無回答

今後やりたいこと

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】活動時に困ること 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「特にない」が 30.8%と最も高く、次いで「目的地までの交通が不便、目的地まで移動で

きない」 が 20.4%となっています。 

  

知的障がい：「目的地までの交通が不便、目的地まで移動できない」「特にない」が各々26.5%となって

いま す。 

  

精神障がい：「目的地まで移動するのに費用がかかる」が 29.0%と最も高く、次いで「一緒に参加する

友人、 仲間がいない」が 24.4%となっています。 

  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

目的地までの交通が不便、目的地まで移動できない

目的地まで移動するのに費用がかかる

参加できる地域の活動についての情報が不十分である

一緒に参加する友人、仲間がいない

参加したいものがない

障がい者が参加できる講座・イベント等が少ない

施設や設備が障がい者に配慮されていない

障がいのない大勢の人たちと一緒に活動することに…

障がい者同士が気軽に集まれる場所がない・少ない

介助者がいない、介助者に気を遣う

忙しくて時間がない

手話通訳や要約筆記など、障がい者が参加しやすい…

その他

特にない

活動時に困ること

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】スポーツや運動をしていない理由 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「スポーツや運動をしたいと思わない・好きではない」が 15.8%と最も高く、次いで「体

を動かす ことが得意ではない」が 15.5%となっています。 

 

 知的障がい：「からだを動かすことが得意ではない」が 38.9%と最も高く、次いで「場所や環境がない」

が 27.8%となっています。 

 

 精神障がい：「体を動かすことが得意ではない」が 34.5%と最も高く、次いで「経済的に余裕がない」

が 30.2%となっています。 

  

15.8%

14.2%

13.6%

13.3%

13.0%

12.1%

8.7%

5.9%

5.0%

4.6%

3.1%

24.8%

25.9%

27.8%

9.3%

14.8%

7.4%

24.1%

3.7%

9.3%

9.3%

9.3%

3.7%

11.1%

30.2%

21.6%

23.3%

16.4%

30.2%

20.7%

0.9%

3.4%

2.6%

6.9%

7.8%

18.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

スポーツや運動をしたいと思わない・好きではない

場所や環境がない

時間的に余裕がない

どのようなスポーツや運動が合っているのかわから…

経済的に余裕がない

一緒に取り組む仲間がいない

医師から止められている

移動や準備・後片付けをサポートしてくれる人がい…

施設の受け入れ体制が整っていない

指導してくれる人がいない

必要な用品や器具がそろえられない

その他

スポーツや運動をしていない理由

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】現在の生活で困っていること 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「特に困っていることや不安に思うことはない」が 34.5%と最も高く、次いで「自分の健

康や体 力に自信がない」が 30.1%となっています。 

 

 知的障がい：「人とのコミュニケーションがうまくとれない」が 33.3%と最も高く、次いで「将来にわ

たる生活 の場（住居）、または入所施設があるかどうか不安」が 32.4%となっています。 

 

 精神障がい：「自分の健康や体力に自信がない」が 42.0%と最も高く、次いで「人とのコミュニケーシ

ョンが うまくとれない」が 38.1%となっています。 

  

30.1%

16.2%

15.8%

15.1%

12.0%

7.2%

7.0%

6.2%

5.6%

3.9%

3.5%

3.0%

2.1%

2.1%

0.2%

3.9%

34.5%

16.7%

16.7%

21.6%

32.4%

11.8%

9.8%

33.3%

4.9%

4.9%

6.9%

2.0%

2.0%

2.9%

11.8%

0.0%

3.9%

24.5%

42.0%

22.2%

11.9%

23.9%

35.8%

23.3%

38.1%

3.4%

15.9%

13.6%

4.0%

15.9%

11.9%

13.6%

4.0%

8.5%

10.2%

0.0% 5.0% 10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%45.0%

自分の健康や体力に自信がない

家族など介助者の健康状態が不安

介助する人の高齢化が進み不安

将来にわたる生活の場（住居）、または入所施設が…

十分な収入が得られない

趣味や生きがいを持てない

人とのコミュニケーションがうまくとれない

風呂やトイレなど家の設備が不便

相談できる所がない、または人がいない

生活する上で必要な情報が得にくい

理学療法（ＰＴ）、作業療法（ＯＴ）、言語聴覚療…

一緒に暮らしている家族との関係が良くない

就職先が見つからない

障がいが原因で特別な目で見られたり、差別を受け…

出産や子育てに不安がある

その他

特に困っていることや不安に思うことはない

現在の生活で困っていること

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】差別を受けた場所 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「外出先」が 47.3%と最も高く、次いで「学校・仕事場」が 32.3%となっています。 

 

 知的障がい：「学校・仕事場」が 56.5%と最も高く、次いで「外出先」が 47.8%となっています。 

 

 精神障がい：「学校・仕事場」が 55.8%と最も高く、次いで「仕事を探すとき」が 26.0%となっていま

す。 

  

47.3%

32.3%

22.6%

20.4%

17.2%

17.2%

6.5%

10.8%

2.2%

47.8%

56.5%

6.5%

13.0%

13.0%

21.7%

6.5%

13.0%

0.0%

19.5%

55.8%

26.0%

18.2%

11.7%

19.5%

11.7%

18.2%

3.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

外出先

学校・仕事場

仕事を探すとき

病院などの医療機関

余暇を楽しむとき

住んでいる地域

市役所など官公庁

その他

無回答

差別を受けた場所

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】障がいがあることが原因で受けた経験 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「特にない」が 67.4%と最も高く、次いで「わからない」が 6.2%となっています。 

 

 知的障がい：「特にない」が 40.2%と最も高く、次いで「わからない」が 18.6%となっています。 

 

 精神障がい：「特にない」が 34.7%と最も高く、次いで「希望する仕事につけなかった」が 16.5%とな

っています。 

  

4.0%

3.3%

3.2%

2.1%

1.2%

1.1%

1.1%

0.9%

0.9%

0.7%

0.7%

2.3%

67.4%

6.2%

0.9%

5.9%

4.9%

11.8%

2.0%

1.0%

6.9%

5.9%

3.9%

0.0%

1.0%

2.0%

5.9%

40.2%

18.6%

0.0%

16.5%

10.2%

15.3%

11.4%

1.1%

1.1%

4.0%

2.8%

4.0%

2.3%

1.7%

5.7%

34.7%

15.3%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

希望する仕事につけなかった

職場での労働条件や給料が、周囲の人に比べて悪い

差別用語を使われた

障がいを理由に退職を迫られた

交通機関や施設の利用を断られた

希望した学校に入学できなかった

受診や治療を断られた

まわりの人や施設の人から暴力による虐待を受けた

賃貸物件への入居や移転の時、障がいを理由に断ら…

親族の冠婚葬祭への出席を断られた、開催を知らさ…

まわりの人や施設の人から性的な嫌がらせを受けた

その他

特にない

わからない

年金が本人のために使われなかったり、知らない間…

障がいがあることが原因で受けた経験

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】障がいのある人に対するサービスについての情報源 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「市のおしらせ（広報など）」が 48.8%と最も高く、次いで「ほとんど得られていない」

が 23.6% となっています。 

 

 知的障がい：「市のおしらせ（広報など）」が 31.4%と最も高く、次いで「障がい者相談」が 27.5%とな

って います。 

 

 精神障がい：「市のおしらせ（広報など）」が 40.3%と最も高く、次いで「市の福祉の窓口が 34.1%とな

って います。 

  

48.8%

21.5%

12.1%

9.7%

6.2%

4.8%

1.4%

1.2%

1.2%

4.0%

23.6%

7.7%

31.4%

22.5%

11.8%

14.7%

2.0%

27.5%

0.0%

1.0%

14.7%

5.9%

25.5%

5.9%

40.3%

34.1%

22.7%

13.1%

13.6%

12.5%

2.3%

0.6%

5.7%

5.7%

25.6%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

市のおしらせ（広報など）

市の福祉の窓口

インターネット（ホームページ）

家族や近所の人

医療機関

障がい者相談員

保健所

民生委員・児童委員

障がい者団体等の仲間や機関紙

その他

ほとんど得られていない

無回答

障がいのある人に対するサービスについての情報源

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】希望する情報提供の方法 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「広報紙等による情報提供」が 51.8%と最も高く、次いで「市のホームページでの情報提

供」が 24.3%となっています。 

 

 知的障がい：「広報紙等による情報提供」が 33.3%と最も高く、次いで「市のホームページでの情報提

供」が 24.5%となっています。 

 

 精神障がい：「広報紙等による情報提供」が 43.8%と最も高く、次いで「スマートフォンで見ることが

出来る 媒体での提供」が 43.2%となっています。 

  

51.8%

24.3%

22.7%

5.1%

4.8%

0.2%

2.6%

18.1%

10.9%

33.3%

24.5%

23.5%

1.0%

18.6%

1.0%

3.9%

24.5%

12.7%

43.8%

33.0%

43.2%

0.6%

13.1%

0.0%

2.8%

15.3%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

広報紙等による情報提供

市のホームページでの情報提供

スマートフォンで見ることが出来る媒体での提供

音声読み上げが可能な形での情報提供

やさしい日本語や表記での情報提供

点字書類による情報提供

その他

特にない

無回答

希望する情報提供の方法

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】福祉サービスで困ること 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「特にない」が 39.4%と最も高く、次いで「制度のしくみがわからない」が 26.9%となっ

ています。 

 

 知的障がい：「特にない」が 36.3%と最も高く、次いで「制度のしくみがわからない」が 27.5%となっ

ています。 

 

 精神障がい：「制度のしくみがわからない」が 38.1%と最も高く、次いで「特にない」が 27.8%となっ

ています。 

  

26.9%

8.8%

8.8%

7.6%

7.2%

5.6%

4.8%

4.8%

4.4%

2.1%

3.3%

39.4%

27.5%

10.8%

15.7%

6.9%

5.9%

6.9%

14.7%

16.7%

6.9%

4.9%

4.9%

36.3%

38.1%

15.3%

17.6%

9.7%

14.8%

9.7%

14.8%

9.7%

11.4%

5.1%

1.7%

27.8%

0.0% 5.0% 10.0%15.0%20.0%25.0%30.0%35.0%40.0%45.0%

制度のしくみがわからない

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない

サービス利用の手続きがめんどう

利用できるサービス量が少ない

サービス利用などについて相談相手がいない

利用したいサービスの種類がない

専門用語がわからない

サービス提供事業者が少ない

サービス利用の経済的負担が重い

事業者との契約が難しい

その他

特にない

福祉サービスで困ること

精神障がい 知的障がい 身体障がい
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【問】自立生活のため力をいれてほしいもの 

【回答結果】 

 

【障がい種別ごとの結果】 

 身体障がい：「手当や年金などの経済的支援」が 25.5%と最も高く、次いで「入所施設」が 17.8%とな

ってい ます。 

 

 知的障がい：「グループホーム」が 41.2%と最も高く、次いで「入所施設」が 22.5%となっています。 

 

 精神障がい：「手当や年金などの経済的支援」が 44.9%と最も高く、次いで「家賃の補助」が 24.4%と

なっ ています。 

25.5%

17.8%

16.0%

10.4%

10.0%

9.7%

9.3%

8.5%

6.9%

6.9%

6.3%

5.3%

2.8%

2.8%

2.5%

0.9%

4.8%

15.7%

22.5%

3.9%

10.8%

10.8%

2.0%

6.9%

12.7%

16.7%

10.8%

2.0%

2.9%

41.2%

10.8%

2.9%

6.9%

4.9%

44.9%

9.7%

6.8%

10.2%

9.7%

7.4%

9.1%

24.4%

11.4%

2.3%

2.8%

9.1%

8.0%

8.0%

10.8%

1.1%

7.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

手当や年金などの経済的支援

入所施設

ホームヘルプサービス（居宅介護）

障がい者の住みやすい住宅環境

災害時の避難誘導体制

訪問看護

日常生活用具などの生活必需品の支給

家賃の補助

日中活動の場（通所施設）

ショートステイ

訪問保健指導

公営住宅への優先入居

グループホーム

障がい者の権利擁護や財産管理

民間賃貸住宅を利用する時の保証人制度

障がい者（児）一時預かり事業

その他

自立生活のため力を入れてほしいもの

精神障がい 知的障がい 身体障がい


